
2023 年度事業計画及び収支予算に関する件 

 

一般社団法人日本老年歯科医学会 2023 年度事業計画案 

2023 年度の本学会は、定款第 3 条に則り、下記の事業を行うものとする。 

 

記 

１．学術大会、その他各種学術集会の開催 

 １）第 34回学術大会／パシフィコ横浜ノース／日本歯科大学 

 ２）第 33回日本老年学会総会／パシフィコ横浜ノース／日本歯科大学 

 ３）第 13回アジア/オセアニア国際老年学会議／パシフィコ横浜ノース 

 ４）支部セミナー：支部セミナー開催の支援 

 ５）学会主催セミナー 

 ６）学会・セミナーの共催・後援 

 

２．学会機関誌及びその他の出版物の刊行 

 １）「老年歯科医学」第 37 巻 1 号～4 号、supplement 号 

 ２）ニュースレターの発行（年 4 回）【広報】 

 ３）Gerodontology の後援 

 ４）その他 

 

３．高齢者の歯科医療及び健康に関する認定医等の養成ならびに認定 

 １）研修：養成および資格更新 

「高齢化と社会」「老化と身体」「歯科訪問診療」「摂食嚥下リハ」「医療倫理、患者」「医療者関係の

構築」「医療安全」「院内感染対策」「医療関連法規」「医療経済」 等の研修の実施 

２）認定：認定医、専門医、指導医、研修機関の認定 

     ：摂食機能療法専門歯科医師の認定 

：公益社団法人日本歯科衛生士会への認定歯科衛生士の推薦 

 ３）広報：認定資格の学会内外への啓発 

 

４．研究の奨励及び研究業績の表彰 

１）口腔機能低下症アプリの運用 

２）2023年度老人保健健康増進等事業（予定） 

３）歯科衛生士の研究支援 

４）研究倫理の啓発 

５）関係団体との調査および研究の連携 

６）学会功労賞、老年歯科医学賞（渡邉郁馬賞）、優秀奨励論文賞（ラインオンアワード）、 

優秀課題口演賞、優秀ポスター賞の表彰 

 

５．国内外における関連団体との交流 

１）国内における関連団体との交流 

２）諸外国との団体交流の促進 

３）国際的な学術企画の検討 

 

 



６．高齢者の保健・医療の向上の推進 

１）在宅歯科医療の向上等と普及 

２）病院歯科の高齢者医療および地域医療への連携を推進する事業 

３）認知症患者に対する歯科口腔保健・歯科医療を推進する事業 

４）参加型臨床実習マニュアルの作成 

５）多職種連携に役立つ用語集 WEB 版の作成に関する事業 

６）地域特性を踏まえた地域医療および保健福祉との連携にかかわる事業 

７）高齢者歯科医療における医療倫理の啓発 

８）社会保険へ導入された新医療技術の普及 

 ９）口腔機能低下症の啓発 

 10）歯科医師と多職種の連携に関わる事業の推進 

11）急性期脳卒中患者の口腔管理に関するガイドラインの編纂 

12）生活期のリハ・栄養・口腔の一体的複合介入ガイドラインの編纂 

13）外部研究資金の活用 

 

７．その他、本法人の目的達成のために必要と認められる事業 

１）老年歯科医学に関わる用語の啓発 

２）老年歯科医学の確立と普及 

 ３）学会広報事業 

 ４）デジタル媒体を活用した学会運営 

５）その他 

   

2023 年 6 月 17 日 


